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AudioScore 7 Lite 

AudioScore 7 Ultimate 

簡単使い方ガイド 
 

 
こちらのガイドでは、Sibelius 7 / Sibelius 7 First に付属している AudioScore 7 Lite、または AudioScore 7 

Ultimate の簡単な使い方に関してご案内いたします。 

 

AudioScore のインストールやアンインストールについては、AudioScore 7 Lite をお持ちの方は Sibelius の 

『ハンドブック』、AudioScore 7 Ultimate をお持ちの方は付属の日本語『ユーザーガイド』をご参照ください。 

また、詳しい使い方に関しては、AudioScore 7 Ultimate に付属する『ユーザーガイド』(英語)や Sibelius の

『Sibelius リファレンス』の「スキャニング」の項目をご参照ください。 

 

尚、Sibelius 7 または Sibelius 7 First に付属する AudioScore 7 Lite や、AudioScore 7 Ultimate のメニ

ューは英語で表示されますので、予めご了承ください。 

 

■ AudioScore について 

AudioScore では、音声を「取り込み/分析」、「修正、編集」、「Sibelius へ送信」という 3 つの流れがあります。 

1. 読み取り 音声の内容を AudioScore が取り込みながら分析します 

2. 修正、編集 読み取られた内容を修正・編集する 

3. Sibelius へ送信 修正・編集した内容を Sibelius へ送信する 
 

では、流れに沿ってご説明いたします。 

■ 読み取り可能な音声について 

・ 打楽器の音の含まれる音声は読み取ることができません(ドラム、シンバル、スネアなど)。打楽器が含まれ

ているだけで、他の楽器も読み取ることができなくなります。 

・ 同時に読み取ることのできる楽器・音符数は AudioScore Lite で 2 つまで、Ultimate は 16 までです。 

(例えばピアノがドとミの和音を弾いた場合、これは音符数が 2と数えられます。3和音の場合は音符数が 3なの

で、AudioScore Lite の場合、どれかの音符を読み込むことができなくなります。) 

・ 楽曲内の最大の楽器数は AudioScore Liteは 4つまで、Ultimate は 32までです。 

・ 全ての音声を読み取りますので、雑音、過度の残響、反響音がない音声をご利用ください。 

・ 声も読み取ることはできますが、歌詞は読み取れません。 

 



AudioScore 7 Lite / AudioScore 7 Ultimate 

簡単使い方ガイド 

 
 

 
アビッドテクノロジー株式会社 

〒107-0052 東京都港区赤坂2-11-7 ATT 新館ビル4F Sibeliusサポート 

2/10 

 

■ 準備 

1. まず、AudioScore を起動します。Sibelius 7 や 7.5 をお持ちの場合は、Sibelius の [クイックスタート] メ

ニューから [インポート] の [AudioScore] をクリックします。 

 

Sibelius を起動せずに  AudioScore を起動したい場合、または  Sibelius をお持ちで無い場合には、

Windows の場合は [スタート ] > [全てのプログラム] > [Neuratron] > [AudioScore Ultimate](または

[AudioScore Lite])を起動します。Mac をお持ちの場合には、[アプリケーション ] フォルダから [Neuratron 

AudioScore Ultimate] または [Neuratron AudioScore Lite] を起動します。 

 

2. AudioScore Lite を起動すると、AudioScore Ultimate へのアップグレードを促す画面が表示されます。確

認したら、[continue] をクリックしてください。 

 

以上で準備は完了です。ステップ 1 へ進みましょう。 
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■ ステップ 1 － 音声のスキャン 

AudioScore で行うことのできるスキャンの種類について、ご説明します。 

 

楽譜をスキャンする方法は、3 つあります。 

マイク パソコンに接続されたマイクから音声を読み取ります。 

音声 音声データから音声を読み取ります。AIFF、WAV、MP3(Ultimateのみ)を利用できます。 

CD CDに保存されている音声を読み取ります。 
 

※読み取りできる音声については、上記「読み取り可能な音声について」を必ずご確認ください。 

マイクを使ってスキャンする  

スキャンを行う前に、マイクに関する注意事項です。 

USB 接続、ライン接続、またはオーディオインターフェース経由で接続のマイク を用意し、コンピューターに接

続する必要があります。どのような物でも問題ありませんが、雑音が多いと読み取りの精度が低下する原因と

なります。また、それらの接続方法についてはサポートできませんので、お使いの機器メーカーへお尋ねくださ

い。 

 

実際に音声をスキャンするには: 

1. コンピューターにマイクを接続し、設定が正しく行われていることを確認します。(設定方法や設定の確認は

各機器のメーカーへお尋ねください) 

2. メニューバーにある[Record new track] をクリックします。 

 

3. テンポと拍子に関する画面が表示されます。 

テンポは、Adagio(slow)、Moderato (medium)、Allegro(fast)、または決まったテンポがある場合には Custom 

で設定します。 

AudioScore に自動でテンポを計算させる場合は、[Calculated from performance] を選びます。 

また下段の Time Signature で楽曲の拍子記号を設定します。 
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黒い画面が進んで、読み取りが進みます。再生を止めたいときは、キーボードの space キーを押してください。 

 

ステップ 2 に進みましょう。 

 

オーディオファイル・CD をスキャンする  

直接マイクで録音する以外に、オーディオファイルや CD から音声を読み取ることもできます。 

(MP3 は AudioScore Lite では読み込めません。) 

AudioScore の [File] から [Open] を開き、音声ファイルを指定して開いてください。すぐに読み取りが始まり

ます。 

 

 

オーディオデータの長さが画面の下に表示されます。読み取りが進むと時間も進んでいくので、全て終わるまで

待ちます。（音声の複雑具合で処理に時間が掛かります。） 

 

 

 

上記いずれかの方法でスキャンが完了したら、ステップ 2 に進みましょう。 
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■ ステップ 2 － 音声の修正と編集 

音声のスキャンが終わると、全体が黒い画面が表示されます。 

 

まずは楽器の種類を選びます。読み込まれた音符を見てみると、色がついていますが、それぞれ何の音として

設定されているのか、右下の表と見比べることができます。 
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今回のサンプルでは全てピアノの音なので、音符を全部選択して、Piano をクリックします。 

 

 

原曲は画面の上の部分の再生ボタンで聞くことができるので、どの楽器の音だったか分からない場合には参考

にしてください。 

 

 

 

楽器の種類を調えたら、[Transcribe]ボタンを押します。 
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白っぽい画面と、下に楽譜の画面が表示されます。 

 

 

まずは上の白い画面を見ながら、音の高さが違う場合、また不要な音符が読み取られている場合には、それぞ

れの音をクリックしてマウスで動かしたり、Delete キーを押して音符を削除します。 
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次にタイミングを調整します。AudioScore では音声ファイルから読み取った場合には自動で拍子を認識しま

す。 

 

 

拍子が間違っている場合、[Time signature] をクリックして変更します。 

 

 

そして小節の頭の位置を調整します。小節の開始位置が、想定している場所とずれてしまっている場合は、小

節の先頭線をクリックして、左右にマウスでずらします。 
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ちょっと小節線や拍の線からはみ出していることもありますが、あまり神経質に気にしなくても大丈夫です。 

小節線を動かすと下の楽譜表示が更新されるので、きれいになっていれば大丈夫です。 

 

 

問題が無ければステップ 3 へ、修正箇所がある場合には上記修正の手順を繰り返します。 
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■ ステップ 3 － Sibelius へ送信 

ステップ 2 で修正が完了したスコアで、楽譜の表示に問題が無ければ、[File] > [Send To] > [Sibelius] (または

Send To Sibelius アイコン) をクリックして Sibelius へ送信します。 

(Sibelius アイコンは、環境によっては表示されないことがあります。) 

 

自動的に Sibelius が起動します。 

 

※Sibelius をインストールしているにも関わらず、 [Send to] に  [Sibelius]が表示されない場合は、

AudioScore 上で [File] > [Save as] を選び、AudioScore ファイルを保存してください。Sibelius 側の[クイ

ックスタート] > [その他を開く] で AudioScore ファイルを開くことができます。 

※ AudioScore の体験版は、保存ができませんので、Sibelius にスコアを送ることはできません。 


